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20xx 年 11 月 2 日，11 月 16 日，11 月 30 日に 1 回ずつピア・サポートトレー
ニング（全 3 回）を実施した。 
効果測定は，ピア・サポートトレーニングの実施に先立って 10 月下旬にプ
レテストを行った。また，全 3 回のピア・サポートトレーニング実施後の 12
月上旬に，ポストテストを行った。そして般化期間終了後の 12 月中旬にフォロ



















り返り，まとめ」の 3 つの部分で構成した。第 1 回においてはピア・サポート
の定義として「仲間同士の助け合い」を提示するとともに，対人関係において











（全 3 回）  
般化期間  
















































Table 1 ピア・サポートトレーニングの構成 
回（月/日） テーマ 活動内容 



































































































Table 2 ふりかえりシートの評定値の平均値（標準偏差）1)と分散分析結果 
 第 1 回 
聞き方 
第 2 回 
頼み方 
第 3 回 
イライラ 
F 値 3) 
多重
比較質問項目 2) M(SD) M(SD) M(SD) 
①しっかり聞けた 4.52(0.89) 4.46(0.99) 4.73(0.45) 1.63  
②考えを伝えられた 4.44(0.88) 4.27(1.04) 4.74(0.50) 3.79* 2<3 
③気持ちを考えて行動 4.29(0.82) 4.44(0.77) 4.44(0.77) 0.60  
④協力して活動 4.33(0.88) 4.64(0.69) 4.82(0.46) 4.04* 1<3 
⑤学習内容がわかった 4.82(0.38) 4.88(0.32) 4.91(0.37) 0.87  
⑥生活で生かせそう 4.44(0.81) 4.50(0.88) 4.77(0.55) 2.78  















































































































聞き方について，群，性別，測定時期別の平均値を Table 3 に示す。群×性
×測定時期を要因とする 3 要因分散分析の結果，群×性の交互作用（F(1, 
















Table 3 群別，性別，測定時期別にみた聞き方の平均値 1)（標準偏差） 
 測定時期 
 プレ ポスト フォローアップ
       n M(SD) M(SD) M(SD) 
実施群 全体 29 3.33(0.43) 3.42(0.52) 3.36(0.54) 
 男子 17 3.46(0.39) 3.48(0.56) 3.43(0.53) 
 女子 12 3.15(0.42) 3.33(0.45) 3.26(0.54) 
統制群 全体 29 3.47(0.53) 3.23(0.57) 3.41(0.56) 
 男子 18 3.31(0.60) 3.01(0.56) 3.23(0.60) 
 女子 11 3.73(0.22) 3.59(0.38) 3.71(0.28) 




の平均値を Table 4 に示す。それぞれ，群×性×測定時期を要因とする 3 要因
分散分析を行った結果，サポート入手可能性については，群×測定時期の交互
作用（F(2, 114)=3.40, p<.05）が有意であった。サポート提供可能性について




















Table 4 群別，性別，測定時期別にみたサポート入手可能性， 
サポート提供可能性の平均値 1)（標準偏差） 
 測定時期 
 プレ ポスト フォローアップ
n M(SD) M(SD) M(SD) 
サポート入手可能性    
実施群 全体 31 3.40(1.06) 3.70(0.89) 3.84(1.14) 
 男子 18 3.22(1.17) 3.63(1.05) 3.73(1.28) 
 女子 13 3.64(0.82) 3.80(0.58) 4.00(0.89) 
統制群 全体 30 3.63(0.98) 3.61(1.02) 3.55(1.12) 
 男子 19 3.44(0.86) 3.45(0.99) 3.54(1.03) 
 女子 11 3.96(1.07) 3.89(1.00) 3.58(1.25) 
サポート提供可能性 
実施群 全体 25 3.68(1.05) 3.83(1.06) 3.93(1.10) 
 男子 14 3.71(1.12) 3.86(1.17) 3.94(1.09) 
 女子 11 3.64(0.95) 3.80(0.89) 3.92(1.12) 
統制群 全体 27 4.00(0.89) 4.06(0.80) 3.82(1.14) 
 男子 18 3.68(0.86) 3.80(0.83) 3.44(1.18) 
 女子  9 4.65(0.51) 4.57(0.41) 4.57(0.50) 
1) 評定値の得点可能範囲は 1～5 であった。 
 
（３）援助要請行動 
援助要請行動について，群，性別，測定時期別の平均値を Table 5 に示す。
群×性×測定時期を要因とする 3 要因分散分析を行った結果，性の主効果（F(1, 




























Table 5 群別，性別，測定時期別にみた援助要請行動の平均値（標準偏差） 
 測定時期 
 プレ ポスト フォローアップ
       n M(SD) M(SD) M(SD) 
実施群 全体 29 2.17(0.66) 2.33(0.63) 2.60(0.79) 
 男子 18 1.91(0.60) 2.06(0.63) 2.45(0.85) 
 女子 11 2.57(0.53) 2.75(0.56) 2.83(0.62) 
統制群 全体 30 2.06(0.84) 2.09(0.85) 2.10(0.94) 
 男子 19 1.80(0.79) 1.84(0.75) 1.83(0.84) 
 女子 11 2.52(0.72) 2.52(0.85) 2.58(0.92) 
1) 評定値の得点可能範囲は 1～4 であった。 
（４）攻撃性 
攻撃性について，群，性別，測定時期別の平均値を Table 6 に示す。群×性
×測定時期を要因とする 3 要因分散分析を行った結果，性の主効果（F(1, 




主効果が有意で（F(2, 100)=5.03, p<.01），多重比較の結果（Ryan 法），フォ
ローアップテストでは，プレテスト，ポストテストに比べ上昇していた（プレ，
プスト＜フォローアップ）。また，フォローアップテストにおいてのみ群の単純





Table 6 群別，性別，測定時期別にみた攻撃性項目の平均値（標準偏差） 
 測定時期 
 プレ ポスト フォローアップ
       n M(SD) M(SD) M(SD) 
実施群 全体 25 2.87(0.74) 2.97(0.99) 3.22(1.01) 
 男子 17 2.93(0.81) 3.15(1.07) 3.29(1.10) 
 女子  8 2.73(0.53) 2.61(0.66) 3.06(0.77) 
統制群 全体 29 2.77(0.93) 2.63(0.88) 2.53(0.98) 
 男子 18 3.02(0.95) 2.94(0.86) 2.86(1.02) 
 女子 11 2.35(0.73) 2.13(0.65) 1.99(0.61) 
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を Figure 2 に示す。 
 
Figure 2a 群別にみた聞き方の平均値の推移 
 
Figure 2b 群別にみたサポート入手可能性の平均値の推移 
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Figure 2a 群別にみた聞き方の平均値の推移 
 
Figure 2b 群別にみたサポート入手可能性の平均値の推移 
 
Figure 2c 群別にみたサポート提供可能性の平均値の推移 
 
Figure 2d 群別にみた援助要請行動の平均値の推移 
 





















































































Figure 2d 群別にみた援助要請行動の平均値の推移 
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